
令和５年度 第９回理事会

日 時：令和５年 12 月８日（金）16：10～ 

場 所：林木育種センター（日立市）大会議室 

Ⅰ．報 告 

１．秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご視察について［総合調整室］ 

２．令和５年度補正予算の概要について［総合調整室］ 

３．役員給与規程の一部改正について［総務部］ 

４．職員の給与改定等について［総務部］ 

５．令和５年度特定母樹等普及促進会議の開催状況について［林木育種センター］ 

Ⅱ．その他 

１．今後の主な会議・行事予定について 

２．主要行事 

３．森林総合研究所が広報普及した主な研究成果等について 



Ⅰ－１ 
理 事 会 資 料 
令和５年 12 月８日 
総 合 調 整 室 

秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご視察について 

 第 46 回全国育樹祭御出席のため茨城県をご訪問された秋篠宮皇嗣
同妃両殿下は、令和 5 年 11 月 12 日（日曜日）、つくば市の（国研）
森林研究・整備機構森林総合研究所を初めてご視察されました。 

浅野透理事長による研究所の概要説明の後、木材標本室及び木質バ
イオマス変換新技術研究棟（木の酒研究棟）において、研究担当者か
ら説明を受けられました。

【写真提供：茨城県】 

浅野理事長によるご案内 研究所概要説明の様子 

木材標本のご紹介 木の酒研究のご紹介 
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理 事 会 資 料 

令和５年１２月８日 

総 合 調 整 室 

令和５年度補正予算の概要について 

令和５年度補正予算は、令和５年１１月２９日に成立し、その概要は別紙のと

おりです。 

2



 林野関係合計 億円

74,501 74,501

47,701 47,701

（うち305億円は総合的なＴＰＰ等対策）

26,800 26,800

33,245 33,245

6,000 6,000

30,501 15,310 45,811

（うち305億円は森林整備事業（再掲）） （再掲）

2,000 2,000

100 100

107,746 23,410 131,156

1

2 計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

3 上掲の他 国有林野債務返済(決算調整分) 8,895百万円を計上。

（単位：百万円）

令和５年度  林野関係補正予算の概要

1,401

林業・木材産業国際競争力強化総合対策

区 分 公  共 非公共 計

森林整備事業・治山事業

森林整備事業

治山事業

山林施設災害復旧等事業

花粉の少ない森林への転換促進緊急総
合対策

（再掲含む）

燃油・資材の森林由来資源への転換等対
策

シカによる森林被害緊急対策

合 計

 （注） 金額は、関係ベース。
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令和５年度林野関係補正予算の重点事項 

  

Ⅰ 食料安全保障の強化に向けた構造転換対策

① 燃油・資材の森林由来資源への転換等対策

・燃油・資材の価格高騰に対応するため、きのこの生産施設の省エネ化や

生産資材導入を支援するとともに、木質バイオマスの収集・運搬、木質

燃料の製造・熱利用に向けた取組等を支援

２０億円

Ⅱ 「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」に基づく施策の実施

⑴ 次世代を担う経営感覚に優れた担い手の育成

① 林業の担い手の育成・確保

・林業における新規就業者への体系的な研修、労働安全衛生装備・装置の

導入等を支援

（林業・木材産業国際競争力強化総合対策）

４５８億円の内数

② 鳥獣被害防止対策

・森林におけるシカ捕獲に必要な条件整備を支援

１億円

総額 １，４０１億円 
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⑵ 国産材の国際競争力の強化及び国産材供給力の強化・国産材への転換

① 林業・木材産業国際競争力強化総合対策＜一部公共＞

・林業・木材産業の国際競争力の強化や国内需要の拡大を図るため、林

業・木材産業の体質強化に向けた取組等を総合的に支援

４５８億円

ア 林業・木材産業の生産基盤強化

・路網の整備・機能強化、搬出間伐の実施、再造林の低コスト化、高

性能林業機械の導入、木材加工流通施設の整備等を支援

イ 林業のデジタル化・イノベーションの推進

・林業機械の自動化・遠隔操作化や木質系新素材の開発・実証、航空

レーザ計測による森林資源情報のデジタル化を支援

ウ 建築用木材供給・利用の強化

・ＪＡＳ構造材の建築物への利用実証・普及、ＣＬＴを用いた中高

層・非住宅建築物の実証、外構部の木質化の推進等を支援

エ 木材需要の創出・輸出力の強化

・日本産木材製品のプロモーションの実施、輸出先国のニーズや規

格・基準に対応した製品・技術開発、特用林産物の販売促進等を支

援

5



Ⅲ 持続可能な成長に向けた農林水産施策の推進

１ 新たな花粉症対策の展開 

① 花粉症解決に向けた緊急総合対策＜一部公共＞

・10年後に花粉発生源となるスギ人工林の２割減少を目指し、花粉が多い

シーズンでも現在の平年並みの花粉量までとなるよう、花粉症対策初期

集中対応パッケージに掲げられた取組を実施

６０億円

（林業・木材産業国際競争力強化総合対策） 

４５８億円の内数

ア スギ人工林の伐採・植替え等の加速化

・スギ人工林伐採重点区域を設定し、伐採・植替えの一貫作業・路網

整備を推進するとともに、森林所有者への働きかけ支援による意欲

ある林業経営体への森林の集約化を促進

イ スギ材需要の拡大

・住宅分野におけるスギ材の利用促進、集成材工場・保管施設等の整

備、建築物へのスギ材利用の機運醸成を支援

ウ 花粉の少ない苗木の生産拡大

・官民を挙げた花粉の少ない苗木の増産体制の整備、スギの未熟種子

から苗木を増産する技術開発を支援

エ 林業の生産性向上及び労働力の確保

・意欲ある木材加工業者に対する高性能林業機械の導入、他産業・他

地域との連携による労働力確保等を支援

オ スギ花粉飛散量の予測・スギ花粉の飛散防止

・航空レーザ計測による森林資源情報の高度化、森林現場におけるス

ギ花粉の飛散防止剤の実証試験・環境影響調査の実施を支援
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Ⅳ 防災・減災、国土強靱化と災害復旧等の推進

⑴ 防災、減災、国土強靱化の推進

① 治山施設の設置等による対策＜公共＞

・豪雨・地震等に起因する山地災害から国民の生命・財産を守るため、山

地災害危険地区や氾濫した河川上流域等において、流木・土石流・山腹

崩壊の抑制対策等を推進

２６８億円

② 森林整備による対策＜公共＞

・森林の防災・保水機能を適切に発揮するため、道路など重要なインフラ

施設周辺や氾濫した河川上流域等での間伐、再造林、幹線となる林道の

開設・改良等の対策を推進

１７２億円

⑵ 令和５年５月から７月までの豪雨等による災害被害の復旧・復興

① 災害復旧等事業＜公共＞

・被災した治山施設、林道施設等の速やかな復旧等を実施・支援

３３２億円
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理 事 会 資 料

令和５年12月８日

役員給与規程の一部改正について

令和５年度における役員給与規程の一部改正について、国の給与法改正が行われ

たことを踏まえ、令和５年12月１日に役員給与規程の一部改正を行った。

１．改正の主な概要

①俸給月額の改正（第４条）

号 俸 俸給月額（改正前） 俸給月額（改正後）

１ ７０６，０００円 ７０８，０００円

２ ７６１，０００円 ７６３，０００円

３ ８１８，０００円 ８２０，０００円

４ ８９５，０００円 ８９８，０００円

②期末特別手当の支給割合の改正（第８条第２項）

（改正前 3.20 月分 → 改正後 3.30 月分）

６月期 12月期 備 考

（改正前） 1.60 月 1.60 月 年間 3.20 月

改正後 1.60 月 1.70 月 年間 3.30 月

③非常勤役員手当の改正（第11条）

勤務１日の手当額 ２８，４００円（改正前） → ２８，７００円（改正後）

２．改正時期

令和５年12月１日（①及び③は、令和５年４月１日から適用）
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理 事 会 資 料

令和５年12月８日

職員の給与改定等について

Ⅰ．給与規程等の改正について

国家公務員において「公務員の給与改定に関する取扱いについて」が閣議決定

され、官民格差等に基づく給与水準の改定が行われたところである。

当法人においても、国家公務員に準じた内容で労働組合に給与改定等を提案し、

賃金改定交渉において妥結したことから、令和５年12月１日に職員給与規程等の

一部改正を行った。

Ⅱ．改正の主な概要

１．賃金改定について

（１）月例給

①一般職員俸給表

令和５年４月１日から、一般職員の大卒程度に係る初任給を11,000円、高

卒者に係る初任給を12,000円引き上げた上で、これを踏まえ、若年層が在籍

する号俸に重点を置きつつ、そこから改定率を逓減させる形で全ての年齢層

の月例給を引き上げ。（平均改定率：全体1.1％（１級5.2％、２級2.8％、３級

1.0％、４級0.4％、５級以上は0.3％。））

②その他の俸給表

一般職員俸給表との均衡を基本に改定。

（２）特別給の支給割合の引き上げ

特別給の支給割合は、以下のとおり。

俸 給 表 （改正前） 改正後

一般職員・技術専門職員・研究職員 ４．４０月 ４．５０月

任期付研究員 ３．３０月 ３．４０月

指定職員 ３．２０月 ３．３０月

再雇用職員 ２．３０月 ２．３５月

２．非常勤職員の賃金改定

（１）月例給

算定基礎となる常勤職員の俸給表改正を踏まえて令和６年４月１日から改定。

（２）特別給

期末手当の支給割合を0.05月引き上げ、年間2.30月分から2.35月分へ改定。

ただし、令和６年４月１日から適用。

Ⅲ．改正時期

令和５年１２月１日（１．賃金改定についての（１）は、令和５年４月１日から適用）
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理 事 会 資 料 

令和５年 12 月８日 

林木育種センター 

令和５年度特定母樹等普及促進会議の開催状況について 

１．会議の趣旨 

 本会議は、平成 25 年度の間伐等特措法の改正により特定母樹制度が導入されたこ

とを契機とし、特定母樹等の早期普及に向けた取組を地域において推進するため、特

定母樹の指定・増殖状況や性能、採種園・採穂園の整備状況等について、関係者間で

の情報共有を図るとともに、特定母樹等の開発や関連技術等に関するニーズを把握す

ることを目的として、林木育種センター及び各育種場の主催により、平成 27 年度か

ら育種基本区ごとに開催している。 

２．参加者 

 林野庁、森林管理局、都道府県、認定特定増殖事業者、林業団体、森林総合研究所

関係領域・支所、森林整備センター、森林保険センター 

３．開催状況 

育種基本区ごとの開催時期等は以下のとおり。全体で延べ 461 名が参加。 

（１）北海道地区：１０月３日（火）北海道札幌市（かでる２・７）  42 名 

※集合会議と Web 会議の併用

（２）東北地区：１０月 ５日（木）岩手県盛岡市（東北支所）  46 名 

（３）関東地区： ８月 ７日（月）東京都立川市（立川庁舎）  71 名 

８月 ８日（火）東京都青梅市（青梅採種園）  66 名 

（４）関西地区： ９月２６日（火）大阪府大阪市（近畿中国森林管理局）  82 名 

（５）九州地区：１０月２５日（水）熊本県熊本市（九州森林管理局）  83 名 

１０月２６日（木）熊本県玉名市（九熊本 147 号次代検定林）71 名 

４．主な説明事項 

・ エリートツリー等の開発や特定母樹の指定・普及に係る状況

・ 特定母樹の試験植栽及び展示林設定について

・ 特定母樹にかかる情報提供（林野庁）

・ 認定特定増殖事業者及び関係機関による取組状況と情報提供

・ 森林保険制度の概要説明（森林保険センター）
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５．主な提案・要望等（育種センター、育種場に関わるもの） 

・道有採種園整備に対する技術支援、 原種の安定供給、着花促進への情報提供・

技術指導、種子の登熟～球果採種時期の情報提供、採種園の設計等に係る情報提

供・技術指導、特定増殖事業者への巡回指導（断幹処理や施肥等）の継続、林木

育種事業の普及啓発について。（北海道地区）

・特定母樹に指定された原種の早期配布、スギ採種園造成に係る円滑な穂木配布

と技術支援、カラマツ特定母樹の採種園造成の技術的支援、特定母樹の血縁情報

の提供。（東北地区）

・スギ及びヒノキにおける少花粉品種と同程度の花粉量かつ特定母樹の品種開発

の状況。（関東地区）

・採種園管理に関する技術指導、少花粉品種の特性を持つ特定母樹の開発、特定

母樹の特性の公表。（関西地区）

・エリートツリーの採穂母樹の仕立方、特定母樹の普及（花粉症対策）、遺伝子調

査による品種同定。（九州地区）

６．当日の様子 

（北海道地区）  （東北地区） 

（関東地区） （関西地区） 

（九州地区） 
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令和５年 12 月理事会資料 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構 

今後の主な会議・行事予定について 

日 付 研
究
整
備
保
険

行 事 名 場 所 等 

12月16日 ○ 
森林教室「マツボックリから知る タネのひ

みつ」 

関西支所 

（主催：関西支所） 

（10月3日

）～ 

12月24日 

〇 
多摩森林科学園2023年秋の企画展 

「人と森林の共生～木材利用で輝く未来～」 

多摩森林科学園森の科学館 

（協力：林野庁 林野図書資料館） 

1月12日～

13日 
○ ○ ○ WOODコレクション（モクコレ）2024 

東京ビッグサイト 西１・２ホール 

（主催：WOODコレクション実行委員

会、ブース出展：森林研究・整備機

構） 
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月 日 行 事 内 容 出 席 者

11月10日(金) 【共】理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

11日(土)
～12日(日)

第46回全国植樹祭 理事長

12日(日) 【研】秋篠宮皇嗣殿下・同妃殿下御視察 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事

13日(月) 森林・林業・環境機械展示実演会 企画・総務・森林保険担当理事

〃 九州国有林林業生産協会研修会 森林保険センター所長

13日(月)
～14日(火)

【研】農林水産業にかかる環境研究三所連絡会議 理事長、研究担当理事

14日(火)
～15日(水)

【保】監事監査（京都） 鈴木監事

15日(水) 【研】会計実地検査（NEDO事業) 企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事

16日(木) 【研】地域情勢交換会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事

〃 【共】機構評議会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

17日(金) 2023年（第17回）若手外国人農林水産研究者表彰
式、JIRCAS国際シンポジウム2023

理事長、研究担当理事

20日(月) 【整】内定式 森林業務担当理事、法令遵守担当理事

20日(月)
～22日(水)

アグリビジネス創出フェア 理事長、研究担当理事、法令遵守担当理事、鈴木監事

21日(火)
～22日(水)

【整】青森水源林整備事務所視察 法令遵守担当理事

22日(水) 国立研究開発法人協議会連携協力分科会 研究担当理事

22日(水) 2023治山・林道のつどい 森林業務担当理事

24日(金) 日本農学進歩賞授賞式 研究担当理事

27日（月）
～29日（水）

【整】監事監査（中部整備局津水源林整備事務所） 鈴木監事

28日(火) 【研】森林産業コミュニティ・ネットワーク（FICoN）第8
回ウェブ検討会

理事長、研究担当理事

12月4日(月) 庁議 理事長

5日(火)
～7日(木)

【共】会計実地検査 理事長、企画・総務・森林保険担当理事

6日(水) 【研】森林総研シンポジウム 理事長、研究担当理事、両監事

〃 全国水源地林造林協議会（全水造連）予算対策理事
会

森林業務担当理事、法令遵守担当理事

7日(木) 【育】林木育種実務担当者会議 育種事業･森林バイオ担当理事

主要行事（令和５年１１月１０日～令和５年１２月７日）

※【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事の略

令和５年12月理事会資料

国 立 研 究 開 発 法 人

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構
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〇 前月以降公開済の研究成果

研究者・担当者名 掲載誌名 備考

1

ｻｲﾄｳ ｻﾄｼ
齊藤 哲
企画部

ｻｶﾀ ﾀﾀﾞｼ
阪田 匡司
震災復興・放射性物質研
究拠点

Journal of Forest
Research

2023年5月

2
ﾐﾔｻﾞﾜ ｼﾝｲﾁ
宮澤 真一
樹木分子遺伝研究領域

The Plant Journal 2023年5月

3

ｲｲﾀﾞ ﾖｼｺ
飯田 佳子
生物多様性・気候変動研
究拠点

Journal of Ecology 2023年6月

4

ｺﾔﾏ ｱｽｶ
小山 明日香
生物多様性・気候変動研
究拠点

「Scientific Reports 2023年10月
プレス
リリース

5

ｺﾔﾏ ｱｽｶ
小山 明日香
生物多様性・気候変動研
究拠点

NeoBiota 2023年5月
プレス
リリース

6
ﾊｼﾓﾄ ｼｮｳｼﾞ
橋本 昌司
立地環境研究領域

森林立地 65(1) 2023年6月

7
ﾔﾏﾐｿﾞ ﾁﾋﾛ
山溝 千尋
樹木分子遺伝研究領域

Journal of Plant
Research

2023年8月

〇 最近のシンポジウム・イベント
名称 担当 主催等 開催場所 備考

1
COP28ジャパンパビリオン・
セミナーの開催について

森林総合研究所REDD
プラス・海外森林防災
研究開発センター

主催：森林総合研究所
共催：林野庁、国際熱帯木材機
関 （ITTO）、住友林業株式会社

ドバイ（Dubai、UAE）
オンライン視聴が可能

12月5日（火）
現地時間
14：45～16：00
（日本との時差は
5時間）

2

シンポジウム「森林が主導す
るネイチャーポジティブ～生
物多様性の研究と実践の最
前線～」（第２回）

森林総合研究所
シンポジウム事務局

森林総合研究所
Webexによるオンライン
開催

12月6日（水）
13：00～16：00

3
講演会「人の生活圏で発生
するナラ枯れ被害に対する
取り組み」

森林総合研究所
ナラ枯れ講演会事務
局

森林総合研究所
森林総合研究所
（Microsoft Teamsによ
るオンライン配信）

12月21日（木）
13：15～17：00

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構
令 和 5 年 12 月 理 事 会 資 料

論文公開時期

新種のハチはカシワの葉に不思議な “鈴” をつくる
～マイクロCTが解き明かした、転がる幼虫室の形
成過程～

開催日

森林総合研究所が広報普及した主な研究成果等について

日本には毎年何種の外来植物が侵入していたか
開国以降約150年間の推移を解明
—今後の侵入削減目標を決める際の指標に—

植物生育阻害アルミニウムを無毒化するタンニン
の生合成経路を一部再現

スギとヒノキの特性をめぐる研究は時代背景に応じ
てどう変化したのか

広報タイトル

森 林 総 合 研 究 所

スギの葉が成長期の乾燥に弱いメカニズムを解明

CO2を放出する代謝、光呼吸：裸子植物と被子植
物で異なる仕組み

屋久島暖温帯雨林の樹木種の成長と生存のトレー
ド・オフは個体サイズや気候イベントで変化
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